
特定個人情報保護評価（PIA）
の概要について

総務企画局DX戦略部データ活用推進課

※個人情報保護委員会資料「特定個人情報保護評価について」より引用
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①対象人数、②取扱者数、③特定個人情報に関数重大事故の発生の有無に基づき
実施すべき特定個人情報保護評価の種類を判定

基礎項目評価 基礎項目評価＋重点項目評価
基礎項目評価＋全項目評価

（地方公共団体等）
基礎項目評価＋全項目評価

（行政機関等）

基礎項目評価書を、個人情報保護委員会に提出した後、公表

重点項目評価書については、
個人情報保護委員会に

提出し、公表。

全項目評価書については、
住民等の意見聴取を実施し、

第三者点検を行った後、
個人情報保護委員会に

提出し、公表。

全項目評価書については、
国民の意見聴取を実施し、
第三者点検を行った後、
個人情報保護委員会の
承認を受けた後、公表。
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全項目評価書作成

国民の意見聴取 住民等の意見聴取

第三者点検

委員会提出

委員会審査・承認

一定期間経過前の
再実施

公表

基礎項目評価書作成

重要な変更を加える前
（再実施）

重要な変更に該当しない
変更が生じた場合

（修正）

重要な変更に該当しない
変更が生じた場合

（修正）
見直し

（少なくとも１年に１回）
記載事項変更なし

【地方公共団体のみ】
委員会による確認
（必要に応じて）

し き い 値 判 断 の 結 果 、
基礎項目 評価書 作成に
加え、全項目評価が必要
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